
外来化学療法センター          センター長 角南 一貴（血液内科 臨床研究部長） 

 

● 活動目的 

➢ 運営目標 

 患者さんに快適な治療環境を提供します。 

 安全で確実な投与に努めます。 

 患者さんが自己管理できるように支援します。 

 治療に関する情報提供に努めます。 

● 活動状況 

➢ 2022年度の活動状況 

・2022年度外来化学療法センター利用件数 
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血液内科 144 143 149 150 151 147 155 185 167 139 139 165 1,834 

呼吸器内科 44 52 49 47 47 55 55 48 44 40 44 52 577 

消化器内科 75 94 91 114 114 129 133 148 140 128 123 124 1,413 

腫瘍内科 7 5 8 10 11 11 12 9 8 6 3 8 98 

乳腺・甲状腺外科 28 24 24 22 21 24 23 20 22 21 23 25 277 

泌尿器科 16 17 14 15 23 16 21 16 22 22 12 17 211 

脳神経外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 

婦人科  0 1 1 1 0 0 0 0 2 1 0 0 6 

腎臓内科（リウマチ科） 2 4 2 1 4 4 3 3 3 5 3 5 39 

整形外科 2 2 2 2 2 3 2 3 2 1 2 2 25 

耳鼻科 17 14 16 13 14 11 9 8 15 8 11 8 144 

皮膚科 2 0 2 1 2 1 1 2 0 0 0 0 11 

小児科 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 7 

脳神経内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 338 356 359 376 390 402 414 443 425 372 361 409 4,645 

＊2014年 8月よりデノスマブ、ホルモン療法剤は外来処置センターへ移行。 

 

・2022年度外来化学療法センターベッド利用状況 
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平均
（件） 

１日平均 
利用状況 

16.9 18.7 16.3 18.8 18.6 20.1 20.7 22.2 21.3 19.6 19.0 18.6 19.2 

 

透析センター        センター長 太田 康介（腎臓内科 副統括診療部長） 

 

● 概要 

透析センターは、センター内外の血液透析や血液浄化療法、看護師の入院外来腹膜透析診療・腎移

植診療への参加、保存期腎不全患者への腎代替療法の説明を行っています。 

業務は主に腎臓内科医師、看護師(７A所属)、臨床工学技士が従事しています。 

● 実績 

１． 血液透析 

血液透析は同時に最大 5 名施行。月水金午前・午後、火木土午前の 3 クールで受け入れ人数 15 名

（通常 1人当たり週 3回治療）。臨時に火木土午後に 5名まで透析を行う場合がしばしばあった。 

2022年度は、延べ透析回数 2293回、（透析）患者数 309名。 

＜月別延べ患者数および稼働率（稼働率＝透析施行者数÷最大施行可能数×100）＞ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

透析回数(回) 164 223 215 156 197 186 201 194 213 173 168 203 
合 計
2293 

稼働率(％) 84.1 114.4 110.3 80.0 96.1 95.4 103.1 99.5 109.2 88.7 93.3 101.5 
平 均
98.0 

＜診療科別のべ透析回数、新患者数（2022年度入院患者）＞ 

診療科 のべ 新  診療科 のべ 新  診療科 のべ 新 

腎臓内科 687 91 呼吸器内科 81 11 乳腺・甲状腺外科 5 2 

整形外科 322 31 泌尿器科 75 11 耳鼻咽喉科 4 2 

循環器内科 181 66 皮膚科 52 3 糖尿病・代謝内科 3 1 

消化器内科 175 18 婦人科 38 7    

心臓血管外科 164 14 総合診療科 35 4    

血液内科 163 10 脳神経外科 26 4    

外科 143 9 脳神経内科 25 5    

腎臓移植外科 101 12 呼吸器外科 13 2    

・患者内訳：維持血液透析 309名。 

血液透析導入 39名(糖尿病性腎症 10名、腎硬化症 13名、多発性嚢胞腎 1名、その他 15名）。 

腎移植後再導入 6名。急性腎障害 14名（死亡 3名）。 

慢性腎臓病増悪（一時的に透析）7名。死亡退院 16名。 

・手術患者（内シャント作成以外)89名、（アクセス関連は５．に記載した） 

・上記以外に、種々の理由による病室での透析（ベッドサイドコンソール、サブパック®にて透析濾過）

を臨床工学技師のもと多数行った。また集中治療部門にて施行される維持透析患者や急性腎障害

の血液透析について併診した症例あった。 

２． 血漿交換療法などのアフェレーシス 

院内で施行されるアフェレーシスのうち腎臓内科が関与し臨床工学技士が実施したものは 40例。 

単純血漿交換(PE)12例、選択的血漿交換（Se-PE )4例、二重濾過血漿分離交換（DFPP）20例、LDL

吸着 4例 
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